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研究成果の概要（和文）：顔認知のばらつきのメカニズムとその形成過程を、異文化間で実験的に比較検討し
た。脳の特定の部位に損傷を受けると相貌失認という、親しい人の顔を見ても区別できない状態となる。古くか
ら知られる後天性の相貌失認に対して、近年になって生まれつき顔を見ることが苦手な「先天性（発達性）相貌
失認」の存在が示されている。一方で顔認知が人並み以上に優れた者の存在も知られる。本研究では発達心理の
拠点であるランカスター大学等イギリス・イタリア・スイスとの協力のもと、顔と表情認知能力のばらつきと文
化による発達の違いについて検討した。

研究成果の概要（英文）：In this project we investigated cultural differences in face recognition; 
specifically, we tried to clarify the early developmental process of cultural bias in face 
recognition. Currently there is much evidence of culture-specific face recognition patterns using 
the eye tracking system, especially concerning difference between Western and Eastern adults. For 
example, the mouth is considered more informative of emotional signals among Westerners and the eye 
region among Easterners, generating culture-specific fixation biases towards these features. We 
explored how the culture shapes the processing of facial emotional signals early in development. Our
 results showed that by 7 months, infants from Western and Eastern cultures visually discriminate 
facial expressions of emotion by relying on culturally distinct fixation strategies, resembling the 
adults from these cultural environments.

研究分野： 実験心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 顔処理に関する脳の特定領域に損傷を受

けると、親しい人の顔が区別できない相貌失認
となることは古くは19 世紀から報告されている。
これに対して最近の研究から、生まれた時から
顔を見ることが苦手な「先天性（発達性）相貌失
認」の存在が示されており、質問紙調査やウェブ
による大規模実験から、2～2.5%の割合で先天
性（発達性）相貌失認が存在することが知られて
いる。最近ではブラッド・ピットが先天性相貌失
認であることを公表して一般にも知られることとな
った。また同じ家族内に多くの事例が見られて
いることから、その遺伝の可能性についても議
論されている。このような先天性の相貌失認に
対 し て 、 顔 認 知 が 人 並 み 以 上 に 優 れ た
Super-Recognizer の存在も知られている。し
かしながら、その脳内機構や詳しい認知特性に
ついては、明らかになっていない。 
顔認知の特徴は「全体処理」にあるとされ

るが、その形成過程からいうと、（１）目鼻
口の配置から顔そのものを検出する一次処
理と、（２）目鼻口の配置の違いから顔を識
別する二次処理とに分かれることが知られ
る（＃これらの名称は研究者により異なるた
め、Maurer らの表記に従いつつ簡素に命名
している）。その発達過程を調べた研究では、
発達初期の視覚経験がない先天性白内障の
開眼手術者が二次処理に障害があるのに対
し、自閉症児が一次処理から障害があること
から(Maurer et al., 2002)、先天性の顔認知
障害には特有の認知的特徴があることが推
測される。 

また、こうした顔認知のばらつきを、その生成
過程から明らかにするためには、発達過程の検
討に加え、環境因子である文化の影響も検討す
る必要がある。西洋と東洋とでは様々な認知様
式の差異が示されており、たとえば欧米が規則
ベースで絶対的判断をする認知的特性がある
のに対し、東アジアでは相対的な判断をすると
いう特性があることが知られている（Nisbett & 
Miyamoto, 2005; Norenzayan et al., 2002; 
Kitayama et al.,2003）。顔認知においても、
自人種の顔の識別に特化する顔の人種効果に
見られるような、顔認知の学習過程が乳幼児初
期に形成されることから、文化への適応は既に
乳幼児期に始まっているともいえる。近年の研
究では、成人を対象に東アジアと欧米の間で顔
や表情を観察する際の注視行動の違いを検討
しており、欧米人が顔の比較的広い範囲を注視
するのに対し、東アジア人は顔を狭い範囲で注
視観察する傾向があることが示された。顔認知
の観点からいうと、欧米人の見方の方が顔処理
特有の全体処理をしているともいえる。一方の東
アジア人の見方は部分に注目し、ともすれば顔
処理には不利益な見方になる可能性もある。 
本研究課題では、先天性（発達性）相貌失

認や Super-Recognizer など、顔認知のばら
つきを生じさせる顔認知の処理様式を解明
し、こうした顔認知のばらつきに貢献する可
能性のある顔認知の文化特有の処理様式が

いつ頃から形成されるかの発達的検討を行
う。 
２．研究の目的 
 本研究では、顔認知のばらつきを生じさせる
顔認知の処理様式と、文化固有の顔認知様式
の獲得過程を解明することを目的とし、様々な
手法で検討を行った。 
 申請者の研究グループではこれまで、乳児を
対象とした顔認知の発達過程の検討と、その際
の脳活動を調べる手法を検討してきた。特に顔
に特異的に活動する顔反応領域の脳活動を左
右 両 側 に プ ロ ー ブ を 設 置 し NIRS
（Near-infrared Spectroscopy; 近赤外分光
法）で簡易に計測する手法の成果は特筆すべき
ものである。これまで顔認知の発達が一定レベ
ルであることの指標となりうる「倒立効果」や「スク
ランブル顔」における顔反応領域の応答や、表
情処理の半球機能差などを明らかにしてきた
（Otsuka et al., 2007; Honda et al., 2010）。
こうした課題に加え、NIRS を用いた神経順応
法では、測定対象である顔反応領域で人物情
報が処理されているのか、さらにその際には顔
の大きさの変化や角度変化を超えた顔表象で
人物処理がされているのかを知る手法の開発も
進 め て き た （ Kobayashi et al., 2011; 
Kobayashi et al., 2012）。 
本研究では、これらの手法をもとに、顔認

知のばらつきを生じさせる顔認知の処理様
式と、文化固有の顔認知様式の獲得過程を検
討した。はじめに、顔認知に先天的に問題の
ある小児の摂食障害を対象として、NIRS を
用いた神経順応法により顔認知能力のばら
つきを調べ、さらに乳児を対象として視線と
顔との効果を検討した。つぎに、文化固有の
顔認知様式の獲得過程を、乳幼児を対象にそ
の注視行動の文化比較実験を実施した。イギ
リスの発達心理学の拠点である Lancaster 
University と の 共 同 で University of 
Fribourg の Roberto Caldara 教授との協力
の下、成人対象の文化比較で用いられた手法
を乳幼児に適用し検討した。 

以上の実験を総合して、顔認知の歪みの生
成過程を明らかにする。先天性相貌失認や
Super-Recognizer の存在はメディアにも注目
されるように、現代社会に生きる上で興味深い
問題であり、中でも、その文化固有の顔認知の
処理様式とその獲得過程の検討は、日本固有
の社会コミュニケーション様式を考えるきっかけ
ともなりうる。特に、顔認知様式の文化差につい
ては、最近開発された表情と顔認知の文化差を
注視行動から解明する画期的な解析手法
（Caldara et al., 2010）を乳幼児実験に導入す
るというこれまでにない試みを行う。これまで先
天性相貌失認はウェブ上の大規模な認知実験
と質問紙調査から、発生頻度やその大枠の解明
に留まる段階であり、顔認知のメカニズムや脳機
能を検討する試みは新しい。さらには、文化固
有の顔認知様式の獲得から顔認知のばらつき
を解明する発想は新しく、国際的にも高い注目
を浴びうるものである。 



３．研究の方法 
（ １ ）先天 性 （発達 性 ）相貌 失 認 と
Super-Recognizer などの顔認知のばらつき
の脳内機構の検討を行い、（２）文化固有の
顔認知様式の獲得過程を眼球運動から検討
する。 
（１）顔認知のばらつきの脳内機構 
先 天 性 （ 発 達 性 ） 相 貌 失 認 と

Super-Recognizer の顔認知の処理水準の特
化を行動実験と脳計測から検討し、あわせて
NIRS（近赤外分光法）が簡易検査の手段と
なりうるかの妥当性を検討する。先天性相貌
失認研究のイギリスの拠点校では先天性相
貌失認協力者を多く獲得できるため、
Bournemouth University の Chang Hong 
Liu 教授とともに行動実験と脳機能計測を
Bournemouth University と日本で行う。双
方の大学共に既に実験準備の調整済みの段
階で、実験実施に際しては、学術振興会特別
研究員の小林恵が実施する。 
（２）文化固有の顔認知様式の獲得過程 
日本およびイギリスに暮らす生後 3 ヶ月

～7 ヶ月児を対象に、学習による注視時間と
注視箇所の文化差を検討する。実験では、幸
福と恐怖表情の写真を提示し、表情の学習が
成立するまでの視線行動を視線追跡装置
tobii X120 を用いて記録する。日英両文化圏
の乳児の結果を月齢ごとに比較し、成人を対
象とした先行研究で示された知見（欧米文化
圏では三角形の注視パタンを示し、東アジア
文化圏では両目に固執する）と同様の認知様
式がいつ獲得されるかを検討する。 
注視行動の分析には、成人を対象とした先

行研究で文化差比較を行っている Caldara 
らが開発した iMap（Caldara et al., 2011）
を用いる。イギリスでの実験は Lancaster 
University の Elena Geangu 講師と共同で
学術振興会特別研究員の市川寛子が実験を
実施し、分析は University of Fribourg の
Roberto Caldara 教授との協力で行う。 
４．研究成果 
本研究では、顔認知のばらつきのメカニズ

ムとその形成過程を、異文化間で比較する試
みを行ってきた。 
 2014 年度は、神経順応法（ Neural 
adaptation paradigm）を近赤外分光法計測
に適用した、表情変化を無視した顔の人物情
報処理を検討する新しい手法を発表した。こ
の成果は fNIRS 2014 などの学会で発表され、
BMC Neuroscience 誌に掲載された。この研
究 を 含 め 、 当 該 年 度 に Journal of 
Experimental Psychology: Human 
Perception & Performance 誌や Journal of 
Vision 誌などの国際誌に英語学術論文が 14
本掲載され、海外および国内での学会発表も
精力的に行った。また、顔学事典の編纂を行
い、さらに東京外国語大学アジア・アフリカ
言語文化研究所とともに「顔と身体表現に基
づく異文化理解」のシンポジウムを企画し、
報告書にまとめた。 

 2015 年度は、先天的に顔認知に問題のあ
る「発達障害」を対象に研究を行い、顔認知
能力のばらつきを明らかにした。摂食障害の
女児を対象に、近赤外分光法（ｆＮＩＲＳ）
を用いて、自己顔と他者顔観察時の顔反応領
域周辺の活動を計測した結果、健常児と摂食
障害児で異なる脳活動パタンを明らかにし
た。すなわち、健常児と異なり、摂食障害児
では自己顔も他者顔も連続提示にもかかわ
らず順応の反応がみられず、高い活動が続く
ことが判明した。過敏な社会性により、顔へ
の順応が起こらずに、過敏な反応が続くこと
が判明し、これも顔認知のばらつきのひとつ
であることが判明した。この研究成果は
PLoS ONE 誌に掲載された。さらに、イタリ
ア人新生児と生後４ヶ月以降の日本人乳児
を対象とした実験では、眼球運動を指標とし
て、顔の動きが視覚的注意に影響を与えるこ
とを発見した。顔への視覚的注視は新生時か
ら存在するものの、生後４ヶ月までにその精
度が劇的に改善されることが判明し、この成
果は PLoS ONE 誌に掲載された。その他に
も、これまで開発を進めてきた NIRS を用い
た神経順応法から脳の顔反応領域での人物情
報処理を調べる一連の手法について、Asia 
Pacific Conference of Vision で発表された。 
 2016 年度は、眼球運動から顔認知におけ
る文化差の発現を明らかにした。イタリアと
日本の生後７ヶ月の乳児を対象に、東アジア
文化圏と西欧文化圏の女性の微笑みと悲し
みという異なる表情を観察する際の、眼球運
動を計測した結果、西欧文化圏の乳児は口の
周囲を、東アジア文化圏に位置する日本人乳
児は目の周囲を観察するという違いが観察
された。この結果は、生後７ヶ月から既に成
人と同様の文化差を体現していることを示
すものであった。眼球運動を用いて顔認知能
力を調べる手法および、その文化差の発現過
程を調べる手法を確立したこの成果は
Current Biology 誌に掲載された。これらの
成果を含め、学術論文（国際誌）が 6 本、海
外での発表 3 本、国内での発表 12 本を行っ
た。また、発達障害と顔認知に関して一般書
（新書）で顔にかかわる解説をしめすことが
でき、後者はジュニア向けの新書であり、１
５校を超える中学入試で本文が採用される
ことになり、本申請がかかわる成果を小・
中・高校生に至るまで、広く示すことができ
た。 
 2017 年度は、日常生活の視覚経験によっ
て、乳児の顔処理が成人の顔に特化する「知
覚狭小化（perceptual narrowing）」が文化
に関わらず生後 9 ヶ月ごろに生じること、さ
らに、その神経基盤を明らかにした。この成
果はDevelopmental Science誌に掲載された。
さらに文化固有の顔認知様式の獲得過程をよ
り詳細に検討するため、眼球運動や近赤外分
光法（ｆＮＩＲＳ）を用いて顔と音声の視聴
覚統合であるマガーグ効果や表情カテゴリ
判断の際の文化的な相違についての研究を



実施した。これらは引き続きデータ収集中で
あり、昨年度 Current Biology 誌に発表した
手法を用いた継続実験となる。 
以上のように、本研究は乳児・小児を対象

とした知覚実験と近赤外分光法による脳活
動計測実験に基づき、顔認知のばらつきの脳
内機構および文化固有の顔認知様式の獲得過
程を明らかにすることに貢献した。本研究で開
発した眼球運動を用いて顔認知脳力を調べ
る手法、その文化差の発現過程を調べる手法
および、近赤外分光法による神経順応法から
顔表象を検討する手法によって、顔認知、特
に表情認知の文化差の解明へと研究を発展
させていくことを計画している。 
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